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北
海
道
で
は
潜
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的
な
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発
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性
が
大
き
い

稚
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の
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発
電

　
「
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
と
い
う
用
語
は

定
義
が
あ
い
ま
い
で
と
り
と
め
の
な
い
印
象
が
あ
っ

た
が
、
国
内
外
の
実
証
試
験
が
進
み
、
実
体
が
明
ら

か
に
な
り
始
め
た
。
ま
た
東
日
本
大
震
災
以
後
、
一

般
社
会
か
ら
電
力
の
安
定
供
給
へ
の
関
心
も
高
ま

り
、
自
然
災
害
に
よ
る
不
測
の
停
電
に
備
え
る
こ
と

や
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導
入
へ
の
取
り

組
み
も
具
体
性
を
帯
び
て
き
て
い
る
。
こ
こ
で
今
後

の
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

次
世
代
社
会
イ
ン

フ
ラ

ビ
ジ
ネ
ス
の
課
題
と
展
望
を
整
理
す
る
。

スマートコミュニティービジネスへの課題と展望

再生エネの普及拡大蓄電池導入が不可欠
運用開始を始めた新エネルギー 産業技術総合
開発機構 ＮＥＤＯ の海外実証プロジェクト

プロジェクト 運用開始日

米国ニューメキシコ州における日
米スマートグリッド実証

／５／
／９／

スペイン・マラガ市スマートコミ
ュニティ実証 ／４／

ハワイ州マウイ島におけるスマー
トグリッド実証 ／ ／７

フランス・リヨン再開発地域にお
けるスマートコミュニティ実証 ／ ／

（ ） 　　 （第２部） ２０１４年 平成２６年 ２月２８日 金曜日 　　

　
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
拡
大
で
あ
る
。
国
内
で

は
２
０
１
２
年
７
月
に
固
定

価
格
買
取
制
度
が
導
入
さ

れ
、
顕
著
な
効
果
が
現
れ
始

め
た
。
ま
た
環
境
省
の
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
」
報
告
に

よ
る
と
、
陸
上
風
力
の
潜
在

発
電
容
量
だ
け
で
北
海
道
に

は
１
３
９

が
あ
る
と
さ

れ
る
。

活
用
に
多
く
の
困
難

　
こ
れ
だ
け
の
電
源
を
実
際

に
活
用
す
る
ま
で
に
は
多
く

の
困
難
が
あ
る
が
、
地
域
需

要
の
数
倍
を
軽
く
超
え
る
電

源
開
発
や
送
電
網
の
開
発
が

具
体
性
を
持
っ
て
議
論
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

大
量
導
入
を
進
め
る
上
で
、

出
力
変
動
抑
制
と
需
給
バ
ラ

ン
ス
の
問
題
解
決
は
不
可
欠

で
あ
る
。
諸
外
国
で
は
問
題

な
く
運
用
し
て
い
る
と
言
わ

れ
る
が
、
欧
州
や
米
国
は
巨

大
な
電
力
系
統
を
持
つ
か
ら

容
易
な
の
で
あ
り
、
島
国
の

わ
が
国
で
は
難
問
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
国
内
で
の
蓄
電

池
の
導
入
は
不
可
欠
で
あ
る

と
言
え
る
。
ま
た
他
国
に
先

立
っ
て
蓄
電
池
の
開
発
を
進

め
る
わ
が
国
に
と
っ
て
、
将

来
ビ
ジ
ネ
ス
の
切
り
札
に
な

り
得
る
有
望
な
技
術
で
も
あ

る
。
一
方
で
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
短
時
間
で
大
幅

に
変
動
し
う
る
か
ら
と
い
っ

て
、
大
量
の
蓄
電
池
で
個
々

に
制
御
す
る
こ
と
は
不
経
済

で
あ
る
。
蓄
電
シ
ス
テ
ム
は

限
ら
れ
た
エ
リ
ア
内
の
調
整

だ
け
に
使
う
の
で
は
な
く
、

組
織
的
に
電
力
系
統
全
体
で

制
御
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
最
近
で
は
、

新
た
な
制
度
設

計
や
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
検
討

で
効
果
的
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
ア

グ
リ
ゲ
ー
タ
ー

の
役
割
が
議
論

さ
れ
て
い
る
。

ピ
ー
ク
時
の
電

力
消
費
を
抑
え

る
デ
マ
ン
ド
レ

ス
ポ
ン
ス
と
蓄
電
池
を
巧
み

に
組
み
合
わ
せ
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
技
術
で
統
合
し
、
運
用
す

る
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
台
頭

し
て
く
る
だ
ろ
う
。

需
要
制
御
の
ニ
ー
ズ

　
震
災
で
長
期
停
電
を
経
験

し
た
こ
と
で
、
事
業
継
続
と

復
旧
計
画

Ｂ
Ｃ
Ｒ
Ｐ

に

取
り
組
む
企
業
も
増
え
て
い

る
。
一
般
家
庭
に
お
い
て
も

「
見
え
る
化
」
に
関
心
が
持

た
れ
る
よ
う
に
な
り
、
社
会

的
に
も
需
要
制
御
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
大
容
量
蓄
電
池
と
し
て
最

も
実
用
的
で
評
価
の
高
い
Ｎ

Ａ
Ｓ
電
池
は
事
故
に
よ
り
一

時
安
全
性
が
懸
念
さ
れ
た

が
、
メ
ー
カ
ー
は
信
頼
性
を

高
め
た
新
製
品
も
開
発
し
て

い
る
。
蓄
電
池
は
大
量
に
普

及
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
想
定

外
の
ま
れ
に
発
生
す
る
事
故

ま
で
完
全
に
防
止
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
る
。

安
全
性
な
ど
の
担
保

　
メ
ー
カ
ー
の
責
務
に
頼
る

だ
け
で
は
な
く
、
安
全
性
や

信
頼
性
を
工
学
的
な
見
地
か

ら
担
保
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
も

手
間
を
惜
し
ま
ず
、
安
全
性

や
信
頼
性
を
証
明
す
る
「
シ

ス
テ
ム
・
ア
シ
ュ
ア
ラ
ン

ス
」
の
手
法
な
ど
を
導
入
す

れ
ば
責
任
範
囲
を
明
確
に
で

き
、
安
全
性
も
客
観
的
に
評

価
さ
れ
国
際
競
争
力
を
強
化

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
事
業
継
続
性
の
観
点
か
ら

見
る
と
地
方
自
治
体
の
参
画

と
協
力
も
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
事
業
に
は
不
可
欠

で
あ
る
。
地
域
住
民
が
み
な

賛
同
す
る
事
案
で
あ
れ
ば
良

い
が
、
合
意
形
成
に
粘
り
強

い
努
力
が
必
要
な
こ
と
も
多

く
な
る
。
国
益
や
公
益
の
観

点
か
ら
多
く
の
地
方
自
治
体

が
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
こ

と
に
期
待
し
た
い
。


